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１．序論  

本 レ ポ ー ト は 平 成 30 年 8 月 9 日 か ら 令 和 1 年 6 月 30 日 ま で の タ イ 、

ナ コ ン ラ チ ャ シ ー マ 県 で の 留 学 に 関 す る 報 告 書 で あ る 。 こ の 留 学 で 行 っ

た 活 動 と 成 果 、 今 後 の 課 題 な ど に つ い て 述 べ る 。  

 

 

２．留学の目的  

 今 回 の 留 学 を 行 っ た 目 的 は タ イ 国 内 の 訪 日 観 光 ビ ジ ネ ス に つ い て 学 ぶ

た め で あ る 。 私 は 大 学 で ア ジ ア 人 観 光 客 を 対 象 と し た 観 光 ま ち づ く り に

つ い て 研 究 し て お り 、 年 々 増 加 傾 向 に あ る タ イ 人 観 光 客 を 対 象 に ど の よ

う な 訪 日 観 光 ビ ジ ネ ス が 人 気 を 集 め て い る の か 学 び た い と 考 え た 。ま た 、

実 際 に 観 光 プ ラ ン を 企 画 す る 能 力 を 身 に 付 け 、 今 後 山 梨 県 へ 多 く の 外 国

人 観 光 客 を 招 致 で き る よ う に す る た め 留 学 を 行 っ た 。  

 

 

３．留学概要  

3-1． 活 動 日 程  

 留 学 期 間 内 に 行 っ た 活 動 の 日 程 と 内 容 を 以 下 に 示 す 。  

 

 期 間  活 動 内 容  

2018 年  8 月 9 日 -12 月 10 日  NRRU で 授 業 の 履 修  

12 月 17 日 -30 日  研 究 調 査  

2019 年  1 月 9 日 -4 月 26 日  Kantary Hotel Korat で の  

イ ン タ ー ン シ ッ プ  

6 月 4 日 -6 月 28 日  H.I.S.タ イ 本 社 で の  

イ ン タ ー ン シ ッ プ  

 

3-2． 活 動 内 容  
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① ナ コ ン ラ チ ャ シ ー マ ラ チ ャ パ ッ ト 大 学 で の 授 業 の 履 修  

NRRU で 履 修 し た 授 業 の 概 要 を 以 下 に 示 す 。  

 

授 業 名  授 業 内 容  

English for Local Tourism ・ タ イ 国 内 の 観 光 地 の 学 習  

・ナ コ ン ラ チ ャ シ ー マ 県 内 観 光 地 の

プ ロ モ ー シ ョ ン ビ デ オ の 作 成（ 動 画

撮 影 か ら 編 集 ま で を 学 生 が 担 当 ）  

English for Communication ・ TOEIC 対 策  

Business of Korat Local Food ・ コ ラ ー ト 伝 統 料 理 の 学 習  

・ 調 理 実 習  ・ 販 売 実 習  

Aerobic Dance Training ・ エ ア ロ ビ ッ ク ダ ン ス の 学 習  

Japanese Listening & Speaking ・ 日 本 語 教 授 法 の 研 究  

Japanese Business 

Communication 

・ ビ ジ ネ ス 日 本 語 の 学 習  

Thai Language ・ タ イ 語 学 習  

・ タ イ 文 化 体 験  

 

タ イ 語 の 授 業 で は 伝 統 的 祭 り の １ つ で あ る「 ロ ー イ ク ラ ト ン 」で 使 用 す

る 灯 篭 を 作 っ た り 、伝 統 舞 踊 の レ ッ ス ン を 行 っ た り す る な ど 、古 く か ら の

タ イ の 伝 統 文 化 を 深 く 理 解 す る こ と が で き た 。 ま た 日 本 語 学 科 の 授 業 で

は 、 タ イ 人 学 生 に 日 本 語 を 教 え る な ど し て 日 本 語 教 授 の 経 験 を す る こ と

が で き た 。  

週 末 に は NRRU が 運 営 す る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 し 、タ イ 東 北 部 の イ

サ ー ン 地 域 を 訪 問 し た 。イ サ ー ン 地 域 は 歴 史 的 、文 化 的 に ラ オ ス と カ ン ボ

ジ ア の 影 響 を 強 く 受 け て い る 地 域 で 、 独 自 の 言 語 や 食 文 化 が 今 も 色 濃 く

残 っ て い る 。ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で イ サ ー ン 地 域 の 観 光 地 を 訪 れ 、タ イ の 歴

史 背 景 や 伝 統 文 化 を 学 ぶ こ と が で き た 。 ま た 地 元 住 民 の 方 と 話 し 触 れ 合

う こ と で 、 タ イ 人 の 国 民 性 や 宗 教 観 を 理 解 す る こ と が で き た 。  
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② 研 究 調 査  

2018 年 12 月 に ブ ル ネ イ 、イ ン ド ネ シ ア 、オ ー ス ト ラ リ ア の 3 か 国 を 訪

れ 、各 地 域 の 観 光 産 業 に 関 す る 研 究 を 行 っ た 。以 下 、研 究 調 査 の 概 要 を 示

す 。  

 

日 程  目 的 地  概 要  

12/17－ 23 ブ ル ネ イ  

 

【 イ ス ラ ム 教 に つ い て 】  

・ス ル タ ン・オ マ ー ル・ア リ・サ

イ フ デ ィ ン ・ モ ク  

・カ ン ポ ン・ア イ ― ル (水 上 集 落 ) 

12/23－ 26 デ ポ ッ ク 、イ ン ド ネ シ ア  【 ハ ラ ル フ ー ド に つ い て 】  

・ イ ン ド ネ シ ア 大 学    

・ 市 内 観 光  

12/26－ 29 パ ー ス 、オ ー ス ト ラ リ ア  【 エ コ ツ ー リ ズ ム に つ い て 】  

・ ロ ッ ト ネ ス ト 島  

・ キ ン グ ス パ ー ク     

 

 ブ ル ネ イ で は イ ス ラ ム 国 家 の 観 光 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 訪 れ た モ ス

ク で は 入 り 口 に 外 国 人 観 光 客 用 の ヒ ジ ャ ブ (イ ス ラ ム 教 の 女 性 が 全 身 を

覆 う た め の 布 )が 用 意 さ れ 、モ ス ク 内 部 で イ ス ラ ム 教 徒 用 の 礼 拝 の ス ペ ー

ス と 観 光 客 用 の ス ペ ー ス が 分 け ら れ る な ど 、 観 光 客 を 受 け 入 れ る 環 境 が

整 備 さ れ て い た 。 今 後 イ ス ラ ム 教 観 光 客 数 の さ ら な る 増 加 が 予 想 さ れ て

お り 、イ ス ラ ム 教 を 理 解 す る 心 や 受 入 環 境 の 整 備 が 必 要 に な る と 感 じ た 。 

 今 回 イ ン ド ネ シ ア を 訪 れ た 中 で 頻 繁 に 目 に し た の が ハ ラ ル フ ー ド (イ

ス ラ ム 教 に お い て 合 法 な 食 べ 物 )の 表 記 で あ る 。イ ン ド ネ シ ア の 全 人 口 の

う ち 約 90％ は イ ス ラ ム 教 を 信 仰 し て お り 、 教 え に 従 う う え で 重 要 に な る

の が「 ハ ラ ー ル (許 さ れ て い る )」の 考 え で あ る 。イ ス ラ ム 教 で は ア ル コ ー

ル と 豚 肉 (豚 と 接 触 し た 食 品 )、 イ ス ラ ム 教 の 教 え に 従 わ な い 方 法 で 加 工

さ れ た 肉 な ど を 全 面 に 禁 止 し て い る 。 山 梨 県 立 大 学 に 1 年 間 留 学 し て い

た イ ン ド ネ シ ア 人 の 友 人 に 山 梨 で の 生 活 に つ い て 聞 い た と こ ろ 、「 山 梨 県

内 で ハ ラ ー ル 表 記 の あ る 飲 食 店 は ほ と ん ど な く 、 い つ も 自 分 で 料 理 を し

た り 、料 理 の 材 料 を 確 認 し た り し て か ら 食 べ て い た 」と 語 っ て い た 。世 界

的 に ハ ラ ル フ ー ド へ の 関 心 が 高 ま っ て い る 今 、 山 梨 県 で も 多 く の 人 に イ

ス ラ ム 教 に 関 す る 知 識 を 広 め 、 ハ ラ ー ル に 対 応 す る 飲 食 店 の 拡 充 を 図 る

必 要 が あ る と 感 じ た 。  

 パ ー ス で は エ コ ツ ー リ ズ ム の 調 査 を 行 っ た 。 パ ー ス は オ ー ス ト ラ リ ア

西 海 岸 に あ る 都 市 で 、 固 有 種 の 動 植 物 が 数 多 く 存 在 す る 自 然 豊 か な 町 で

あ る 。今 回 私 が 訪 れ た ロ ッ ト ネ ス ト 島 は 固 有 種 の「 ク ォ ッ カ 」が み ら れ る

唯 一 の 島 と し て 有 名 で 、 多 く の 外 国 人 観 光 客 が ク ォ ッ カ と セ ル フ ィ ― を

撮 る た め に 訪 れ る が 、 島 で は 自 然 環 境 を 保 護 す る た め の ル ー ル が 数 多 く
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設 け ら れ て い た 。 山 梨 県 で は 近 年 豊 か な 自 然 環 境 を 生 か し た サ イ ク リ ン

グ や ト レ ッ キ ン グ な ど の ス ポ ー ツ が 人 気 で あ り 、 今 後 の エ コ ツ ー リ ズ ム

の 発 展 に 伴 っ て パ ー ス の 自 然 保 護 の 姿 勢 や 政 策 か ら 学 ん で い く こ と が あ

る と 感 じ た 。  

 

③ Kantary Hotel Korat で の イ ン タ ー ン シ ッ プ  

 私 は 将 来 就 職 を 考 え て い る ホ テ ル 業 界 の 仕 事 に つ い て 学 ぶ た め 、 昨 年

の 1 月 か ら 4 月 間 コ ラ ー ト の 「 Kantary Hotel Korat」 で イ ン タ ー ン シ ッ

プ を 行 っ た 。フ ロ ン ト ス タ ッ フ と し て 働 き 、基 本 的 な 受 付 業 務 か ら 日 本 人

利 用 客 へ の 対 応 ま で 幅 広 い 業 務 を 行 っ た 。 こ の 経 験 を 通 し て 一 連 の 受 付

業 務 を 理 解 で き た こ と に 加 え 、 ホ テ ル 利 用 客 に 対 す る マ ナ ー や ホ テ ル 業

界 に お け る ホ ス ピ タ リ テ ィ を 学 ぶ こ と が で き た 。  

 

④  H.I.S.タ イ 本 社 で の イ ン タ ー ン シ ッ プ  

 昨 年 6 月 4 日 か ら 28 日 ま で の 1 か 月 間 H.I.S.バ ン コ ク 支 社 で 短 期 イ

ン タ ー ン シ ッ プ を 行 い 、ツ ア ー 企 画 会 議 へ の 同 行 や 、支 店 研 修 な ど の 活 動

を 行 っ た 。 ま た イ ン タ ー ン 最 終 日 に は 社 員 に 対 し て 最 終 プ レ ゼ ン テ ー シ

ョ ン を 行 っ た 。タ イ 人 観 光 客 が 旅 行 に 求 め る 条 件 や 特 徴 、訪 日 ツ ア ー の 作

成 工 程 な ど に つ い て 理 解 す る こ と が で き た 。ま た ツ ア ー 企 画 に お い て 、移

り 変 わ り の 早 い 旅 行 ト レ ン ド へ の 対 応 力 や 、 素 早 い 判 断 力 が 重 要 で あ る

と 感 じ た 。  
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４．学んだこと  

 今 回 の 留 学 を 通 し て 学 ん だ こ と を 以 下 に 述 べ る 。  

① タ イ 人 の 国 民 性  

日 本 と 比 較 し 、タ イ で は 仏 教 の 信 仰 心 が よ り 強 い と 言 え る 。タ イ に は 国

内 各 地 に 仏 教 寺 院 が あ り 、 お 祝 い な ど の 度 に 家 族 や 恋 人 と 参 拝 す る 習 慣

が あ る 。 ま た 日 常 生 活 の 中 で も 、 朝 8 時 と 夜 6 時 に タ イ 国 内 全 土 で 国 歌

が 流 れ 全 て の 人 が 立 ち 止 ま っ て お 祈 り を す る 時 間 な ど が あ る 。 こ の よ う

に タ イ で は 多 く の 人 が 仏 教 を 強 く 信 仰 し 、 日 本 の 寺 社 や 礼 拝 の 作 法 な ど

に 関 し て 理 解 が あ る よ う に 感 じ た 。  

ま た タ イ 人 は 仲 間 意 識 が 強 く 、毎 日 友 人 と 一 緒 に 夕 食 を 食 べ た り 、休 日

に は 頻 繁 に 実 家 へ 帰 省 し た り す る 人 が 多 か っ た 。 そ の 点 で 旅 行 な ど の 際

に は 複 数 人 で 行 く こ と を 好 む 傾 向 が あ る と 感 じ た 。  

② タ イ の ア ウ ト バ ウ ン ド 観 光  

H.I.S.タ イ 本 社 の 研 修 で は 訪 日 ツ ア ー の 作 成 方 法 や 近 年 の 訪 日 旅 行 の

ト レ ン ド に つ い て 学 ん だ 。そ の 中 で 特 に 興 味 深 い と 感 じ た の が 、旅 行 の 際

に タ イ 人 観 光 客 は 観 光 地 の 歴 史 背 景 な ど よ り も 景 色 の 美 し さ や 写 真 映 え

を よ り 重 視 す る と い う 点 で あ る 。 旅 行 会 社 は こ の よ う な タ イ 人 の 趣 向 に

合 わ せ て ツ ア ー を 作 成 し 、 今 後 山 梨 県 が 県 内 観 光 地 の 情 報 発 信 な ど を す

る 際 に も 、 PR の 方 法 を 工 夫 し て い く 必 要 が あ る と 感 じ た 。  

 

５．結論  

 今 回 の 留 学 を 通 し て 様 々 な 人 と 出 会 い 、タ イ の 伝 統 文 化 や 生 活 、観 光 ビ

ジ ネ ス に つ い て 深 く 学 ぶ こ と が で き た 。 ま た H.I .S .で の イ ン タ ー ン を 通

し 自 身 の 多 く の 課 題 が 見 え 、 今 後 は 課 題 対 応 力 や プ ラ ン ニ ン グ 能 力 を 伸

ば し て い き た い と 感 じ た 。  

 こ れ ら の 貴 重 な 経 験 を 今 後 の 学 習 に 活 か し 、 山 梨 県 内 の 観 光 ビ ジ ネ ス

の 企 画 に 取 り 組 み 、 山 梨 県 の 観 光 産 業 の 発 展 に 少 し で も 貢 献 で き る よ う

に 努 力 す る 。  


